
事例報告  

1）三重県桑員地区（2次医療圏）の  

取組みについて  

①桑名保健福祉事務所  

三重県桑名保健福祉事務所企画福祉課  

主 幹  

代 子   栗 原  





三重県桑員地域   

ヘルシーピープルそういん・21  

「地域・職域連携推進協議会」  
2年間の取組  

三重県桑名保健福祉事務所  
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【8〕兵■地積のよ集の特徽  

＞当地域は、名古屋、豊田方面に、時間   
距離にして1時間圏内であり、交通アク  
セスにも恵まれた好立地条件から、輸   
送用機器関連の大手メーカーや自動車   

関連企業をはじめ、国際競争力を有す  
る企業群が数多く集積してきている。  

＞ 全国有数の鋳物製造産地である。  

rヘルシーピープルモういん・21J  

地蠣・●蠣連携穐濃協■食の目的   

ヘルスプロモーションの視点に立ち、一生涯を通  
じた健康なまちづくりに向けて、地域の健康問題を  

明らかにし、継続的な保健サービスの体制整  

備を図るために、市町、住民、企業等の地域・職域  
の関係者が相互に連携し合い、協働で取り組む。  
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地蠣・桝連携推遭協♯会委■構成  
協■嚢 く23名）  

プロジェクトチームメンバー（20名）   

ア．地域保健関係…・市町，社会福祉協議会，保健所  

イ．職域保健関係・・・事業所（4箇所），産業保健センター  
商工会議所，社会保険事務所，労働基準監督署等  

ウその他…・医師会，歯科医師会、薬剤師会，住民代表，  

健康保持増進サービス機関（3箇所），  

栄養士会等関係職能団体，学識経験者   



平成1丁年よプロジ   エクトチーム軸内専   

■t  

■■   
憎11交換・僑ヰ収集内奪   協蔵内専  

口  講衰：職場主義抑ネットワークお虎  J隷昔：唖■的な地積■■墳連携のモデル手動   

6  事菓主旨説明．リーダー選出．   ・Wr不安点下げ引こはどうしたらいい」   

i壊御えるJ  

口   凛状と脚胎・櫛   
・Wr地域・■蠣連携で間めたらいいな如   

茅芸r■く人をtり響くt■用事とき重臣J 管内中小企業■壬寛臓告  

き紬センター   

皿  講暮「医ホl旺改羊■連の惰欄捷馳  ンバーが遵換事垂のアイデアを出し合い決定   

口  豪産：「■廣なまちづくりをめざそう」  打折イ劫†軸：パネラーl欄保有代表   

口  実習：「元気づくり♯験」の実録  ■連携事圭を行う各胎メンバーの決定   
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平成1丁年丘  

・現状把握と課題抽出  

・情報交換と情報収集  

・連携事業の決定  

平成柑年度   

具体的な連携事業を  

4つの部会に分け取り組む．  
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4つの部会  
★【モデル事業所】部会   

モデル事業所の生活習慣病予防対策事業を，支援レ   
ター等により協働で取り組む．  

★【フリーアクセスサービス】部会   

オリジナルのホームページを開設し，住民，企業等へ   
広域的に健康情報を発信する．  

★【普及啓発】部会  

健康劇の実施，広報誌等で生活習慣病予防ポピュ   
レーションアプローチを行う．  

☆【健康収穫祭】部会   

「そういん健康収穫祭」を開催し，4部会の「発表」，  
「連携」の場とする．  

轟月   9月  相月1＝月  相月  1月  2月  3月  

企  

■給痴  rウオーキングアップヘルスプラン軌  ■胎畿  

薫  

対象：モデル事業所の従業員570   
■－  

第！回  寮プ河  
協  

議  
醍療  

謂香  
！躍蕨般若瑳j  

参加呼びかけ  
霹仁斎  

支  

揉  
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支援レター  
ヘルシー・ビープノレ21 †憩康づ■くリレター◎  

「完盲蒜首詣；1                                       ■  

こんにちiま。  
疇■＝1。三。。－ほ00 岡天iや  
聯；犬■疇ヽ鞘、   ＿＿ ‖＿＿ ＿＿＿】  婁  そういん健脚文相試芹のチラシは見ていただきましたか？  

さあ、いよヽ、よi卓づいてきました。  プこ＝＿人ij与■■■  ノ  

そうしヽん  

収穫莞腎で、私の健康、家族の健康、職場・地閻）健康、みんなの健康を  

共に ′′健康づくり ノ′の輪をノ庄；げませんか。  

“文脈に参射ると・・・  

＊ 毒しく健康づく り体験・鯛＝豪チ革ツクができる●  
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【フリー乃セスサービス】部会  

▲  ，   、  

Pじ臼夢トッゴヤーニIl舶■■島1・‾■■A】  

健康に退こ三t′夫≡■tね ′  
あ差iた力ヽ知りたし、t■fF知ヨ■や地峡のt王月F十島糠争L、っ↓∫L、一瞥ヽました．  
tf√ノ、アク‾t三ニスしこみてく′ごitしヽ●  

へ J／ 、  

ー ■■  

（lビ・．ウユl＝lJ ■トソ丁＝⊃一一ナ、－t月bも上■｝  

′ヽ∫Lピーモういノー・王IF」■5欄■■F  
【∈旦竺±上l三二1・t「＝＝■■■丁ケヒ乙→ヒ「∪り■㌧‘：【■⊆∩■■・一－■ト・■■人t■t■r■■■柵Jt′－】【サイトTツプ】  

へ  

■＞～OPb一服l了TTu■ト■一hh、・P●OIl■Soリーせ▼ 暮■○・∩く・l－nく○【－叩C●l肘 t叫■・■■－ロー【・ロl■■－一●●■▼d－－⊂■＝く■」P■′l一｝へ  
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プロジェクトチームメン′もー   

2年間のプロセス  

メンバーの交替  4つの部会の発表  

当日のスタッフ役割  
メンバー棚メンバー  
リーダー・の焚書  

■   1年昌   王年昌  

H  相 
・ 

l（メンJt   ）モ手ペーシきンQ上長・  

00％   

7年度 目l   度 ＝ 

■ 

員舶の上昇   

★ J   

（軸るぺき事I（機会＋強み）   t改善すべき事I（せ会＋事如   

＞中小企業等へのネットワーク拡大。  ＞無煙のない活動。   

＞医療制度改革を清かす活動。   ｝予算の確保。   

ゝ強固なネットワークの基盤づくり。  ＞メンバーの所属への働きかけ．   

＞協藷会目標の共有化の徹底。   ＞ メンバー自身の所属への働きかけ。   

＞協議会委員の積極的な参画。  ＞新メンバー参入時の引継ぎの適確性。   

＞今までのエネルギーを継続。  

（回避すべき事I   t遅くぺき事I   

＞新メンバー引継ぎの不適確。   ＞増域と職域関係者の意識の碓   

｝ メンバーの負担過重。   ゝメンバー所属の無関心  

＞メンバー所属の非協力。  



平成柑嘩廣協♯金目♯  

に目標〕   

平成20年度からの特定健診・特定保健指  

導の円滑な実施に向け、地域■職域連携推進  
事業の更なる推進を図りながら、特定健診・  
特定保健指導を活かした桑員地域全体の健  
康づくりに取り組む。   

平成柑年よ協★会取組書手  

1．「特定健診・特定保健指導」に関する情報交  

換・情幸削文集を行い、かつ研修会等を開催する  

ことで、協議会・プロジェクトチーム間においての  

共通認識と情報内容の充実を図る。  

2，特定健診・特定保健指導について、協議会に  

参加している各関係者の連携を活かして、桑員  

地域の住民、事業所、関係者等に広く「周知」を  

図る。  
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平鹿19年よ以陣の  
「ヘルシーピープルモういん・21J   

地蠣・●蠣連携推濃協★食   

築いてきたネットワークを基盤に、平成  
20年度からの「特定健診・特定保健指導」  

を活かした  

ため、さらに、  
地域・職域関係者によるネットワークを拡  

げていく。  
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